
改革 ・開放期中国における超能力、気功論争(浜)61

改革 ・開放期中国における

超能力、気功論争

浜 勝 彦

1は じめに

2超 能力論争の展開

3気 功 ブームの諸問題

4「 邪教」の定義 をめ ぐって

付:超 能力、気功論争関連年表

1は じめ に

筆者 は、2000年3月 本誌 に 「中国にお ける気功活動の展開 と法輪功事件」と

いう論文 を発表 し,政 府の法輪功取 り締 まりの中で徐 々 に明 らかになってき

た法輪功の発展過程 と取 り締 まりの過程 を概観 し,さ らに、その法輪功の起

源 として、80年 代後 半か らの中国における気功 ブームに注 目して、80年 代
(1)

以降の中国での超能力論争,気 功 ブームの実態 を紹介 した,

それか ら3年 の問 にこの超能力、気功論争にお けるい くつかの重要な事実

が紹介 された。本稿 ではそれ らを補完 した うえで,再 び この論争過程を簡単

に振 り返 って見 たい。

1980年 代前半の超能力論争については、第2節 「超能力論争の展開」で基

本 的な流 れ をた どって見 る。80年 代後半以降 の気功 ブームについては、第

3節 「気功 ブームの諸 問題」で、 ブームの概要、中央 「人体科学小組」の機



62

能、及 びスーパー気功師で ある厳新の活動 に絞 ってその展開 を見 る。法輪功

事件 については、第4節 「『邪教』の定義 をめ ぐって」で 「邪教」の定義 をめ

ぐるい くつかの見方 を紹介 したい。

論争の詳 しい展開過程 については附録の年表(1)、(2)、(3)を 参照 された

い 。

2超 能力論争の展開

(1)超 能 カ ブー ム の 発 生

1979年3月11日 『四川 日報』が 「大足県で耳で字がわか る児童を発見」 と

い う記事 を掲載 した。当時は、 まさに改革 ・開放初期にあた り、実践が真理

を検証す る唯一 の基準であるとす る雰 囲気 の中で,こ のニュースは直ちにマ

スコミの大 きな注 目を集 めた。 しか し、中国共産党の理論である唯物弁証法

の科学理論 と矛盾す る内容であ るために、大方の予想 どお り、6月2日 『人民

日報』が四川省 の耳で字 を読む小学生の話 は盗み読みによるとす る 「四川医

学院の報告」を報道 した。 四川省党委員会 の楊超書記が この件で 自己批判 を

迫 られた。

しか し,こ こで香港 の 『明報』が6月18日 李学聯署名の 「耳で字 を読 む事

は必ず しもデタラメ と言 えない」 との大 陸研究者への手紙 を発表 し、西欧各

国の科学では耳で字 を読む事はESP(超 感官知覚)の 初歩的常識 であ るとし、
(2)

当局の実験 を経 ない論断 に反論 した,

この論文 は、当局 の反応 を測 りかねて いた人達 を勇気付 け、 いったん ブ

レーキがかかっていたブームに火をっけることになった。 ロケッ ト工学者銭

学森、中国科学技術協会書記最春栄 らの支持 の下、上海 の 『自然雑誌』は、

超能カー人体特殊能力(中 文:人 体特異効能)研 究支持,推 進の本部 となっ

た。マスコミは全国で続々iT超 能力者ITを 発掘 し,報 道 し,1980年2月 には
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『自然雑誌』社が上海で第1回 人体特殊能力科学討論会を開催 し、3月 以降全

国各地で人体特殊能力研究会,座 談会が開かれ、81年1月 には四川省人体科

学研究会準備グループが成立、5月 には重慶で、全国級の第2回 人体特殊能

力科学討論会が開催 され,18日 、中国人体科学研究会準備委員会が成立 し

た。

(2)批 判派 の反撃

人体特殊能力研究促進派に押されっぱなしの、人体特殊能力の存在を認め

ず、研究にも反対する干光遠国家科学技術委員会副主任、呉明喩同委員会副

主任 らの 「ニセ科学」批判グループは、反撃に転じ、1981年10月 、国家科学

技術委員会政策研究室が 「人体特殊能力問題」座談会を開催 した。ここで国

家科委政策研究室、中国科学院政策研究室、中国自然弁証法研究会共同によ

る,「人体特殊能力問題調査研究連絡グループ」が結成 された。11月 、同グ

ループは 『人体特殊能力問題調査研究資料』を創刊 した。

こうして、銭学森を中心 とする中国人体科学研究会準備委員会、『自然雑

誌』編集部、同編集部の 『人体特殊能力通迅』等の人体特殊能力研究促進派

と、それに対立する批判勢力が形成されたことにな り,両 陣営が、それぞれ

宣伝,研 究、論争を展開することになった。

(3)大 論 争

1982年2月 に中国科学院の報告会で、干光遠が人体特殊能力研究の方法論

である超心理学を、神霊学でありニセ科学であると批判、『人民日報』が これ

を報道 したことか ら、両派の攻防は白熱 し,中 国共産党が人体特殊能力研究

を公認するか どうか、党中央宣伝部前部長で,現 党主席である胡耀邦の権威

ある判断が迫 られる事になった。

3月15日 、国防科学技術委員会副主任張震簑が、『人民 日報』編集長胡績
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偉 に手紙 を書 き2月 の干光遠等の批判 とその 『人民 日報』掲載 に厳 しく抗議

し、 この手紙 に対 して、4月10日 胡耀邦 は人体特殊能力に関す る批示 を書い

た。 「この問題 にっいて は1979年 の最初 か ら私 は疑 問を持 ち,3回 批語 を書

いて,こ れはわれわれの研究の方向ではな く,新 聞雑誌で紹介 と宣伝 をして

はな らない,と 提起 した。0部 で は断定的な ところがあったが,私 の主張は

根拠の ある ものだった。後 に私 は管轄 しな くなったが、新 聞雑誌 にかな り

載った。今 も私は この二つの線 を守 るべ きだ と主張す る。宣伝部門がや って

もらいたい。」

この方針に したがって,4月20日 に党中央宣伝部が 「新聞雑誌上で人体特殊

能力 を宣伝或いは批判 してはな らないことに関す る通知」を出 した。 「最近 中

央の何人かの指導的同志 は以下の見解 を示 した。TI耳 で字 を読む"類 は、わ

れわれの研究 の方 向ではな く,新 聞雑誌で紹介 と宣伝 を してはな らず、 また

批判の文章 とニ ュースを発表 してはな らない。」

この党中央宣伝部の折衷的な指示 に対 して両派 ともに反発 した。5月5日

銭学森 は党 中央宣伝部常務副部長郁文 に手紙 を送 り、 この文書が下部で実施

されれば,人 体特殊能力研 究 は一撃 で壊 滅 して しま う、 「私 は党性 をもって

人体特殊能力の真実 を保証する」 と、含蓄のある抗議 を行った。 これ は胡耀

邦党主席 に影響を与 え,5月13日 、胡主席 は再 び批示を発表 した。 「これは

われわれの研究の方向ではない。そ して科学的にまだ充分 に実証 されていな

い前 には,新 聞雑誌で宣伝せず、紹介せず,ま た批判 しない。 この2か 条 は

私の見 る ところ、妥当で公正な ものであ り,断 固 として このように行 うべ き

である。 しか し,ご く少数の人が、引 き続 きこの問題 を研究することは許 さ

るべ きで,ま た彼等が小型 の定期研究状況報告 を出 し,こ の方面 に興味のあ

る科学研究者 に送付 して閲読 し,引 き続 き検討す る事は許 されるべ きだ。」

胡耀邦が、人体特殊能力研究推進派への批判 を許 さず,ま た研究の継続 を

認 め,科 学的実証 の可能性す らも示唆 した事は、反対派 に一段 と大 きな危機
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意識 を抱かせ た。

5月18日 科学技術委員会副主任呉明喩が胡耀邦 に手紙 を書 き、28日 干光

遠が胡耀邦 に手紙 を書 き、いずれ も4月20日 の中央宣伝部通知を批判 した

が、時すでに遅 く,6月15日 中共中央宣伝部が再 び 「人体特殊能力宣伝問題

に関す る通知」 を出 した。胡耀邦党主席の指示 により人体特殊能力の宣伝問

題については、宣伝せ ず、批判せず、論争せず、 とい う 「三不」方針 を明示

したので ある。 「論争せ ず」が加 わった事で,反 対派が攻撃 を行 う手段が0層

大 き く制限 され ることになった。

1982年3月 に国防科学技術委員会副主任張震簑が、気功 師張宝勝の党元老

達への特殊識字能力、医療効果等の実演 を組織 し、5月 には葉剣英宅で張宝

勝の気功実演を行 わせ ていた ことな どをふ まえて,後 に干光遠 は、革命元老

達への治療 を気功師が止める と困る との配慮か ら批判 の手が鈍 った、 と回想

して いる。胡耀邦 の苦悩 も革命元老達の意向に どう配慮 す るか とい う点 に

あったのではないか、 と想定 され るので ある。

3気 功ブームの諸問題

(1)1980年 代 後 半 の 気 功 ブー ム

1950年 代の第1次 気功 ブームに続 く、第2の 気功 ブームは1987年 か ら始

まった。 この年6月 か ら人体特殊能力の研究、管理を担当す る 「四人小組」弁

公室で仕事をす るようになった申潭 によれば、 ブームの実態 は次のような も
(3)

のであった

気功 ブームを もた らした0っ の重要 な要因 として、気功 師、研究者、老幹

部、マス コミの密接 な協力があ り、 その具体例 は、厳新、陸祖隠、張震簑、

明真等 の問の協 力 に見 られ る とい う。1987年 にあ る新聞 が0面 で、厳新が

清華大学で気功外気の実験 を行 って重大 な突破 を勝 ち取 った と報道。夏には
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陸祖隠が興城で開かれた全国気功科学学術会議で厳新の気功科学実験 の報告

を行い、ち ょうどこの時、厳新は先ず遼寧で、 さらに北京、内蒙古、広東等

で気功実演報告 を行 った。各単位 は争 って厳新 を招 いて報告 を求めた。各新

聞雑誌 は気功 の医療奇跡 と科学実験 の奇跡 を大 いに報道 し、宣伝 した。厳新

ブーム と気功 ブームは双子のようなものであった とい う。

気功 ブームは同時に特殊能力の宣伝 に機会 を与 える事 になった。厳新 は気

功の宣伝を行 う時に、特殊能力の宣伝 を大いに行 った。気功、特 に高級気功

は特殊能力 と密接 に関連 し、 これ らを厳格 に区別す る事が難 しかった。気功

ブームは特殊能力の宣伝 にチャンス と条件 を創造 した。気功 ブームの中で、

人体特殊能力ブームが大 き く復活 して きたのである。

また申潭 によれ ば、厳新の後 には、張宏墾、張香玉、張小平、沈 昌、狭玉

騎、陳林峰、張致祥、田瑞生、李洪志等の 「気功大師」が続々 と現れて、そ

れぞれ二、三年世の中を騒がせた。 その内の何人かは、 自己造神能力は厳新

に劣 らなかったが、 その他 の面での品格 は、 はるかに厳新 に及 ぼなかった。

一部 の人 は、 まった く気功事業の発展 のために気功の科学実験 を行 うのでは

な く、 きちがい じみて金儲 けを図 り、迷信 を宣伝 し、名 を騙 り、利 を騙 り、

色 を騙 り、財 を騙 った。張香玉、張小平 は、気功界のな らず者であった、 と

い う。

(2)人 体 特殊 能 力研究 管理 小組

伍紹祖は、「文化大革命」中は王震副総理秘書を勤め、後に国防科学技術工

業委員会に入って1985年 には政治委員を務めていた。伍紹祖は、中央宣伝

部 と国家安全部の二人 と合同で上層部に手紙を書 き、人体特殊能力の科学上

の意義、および国防 と安全の面での可能な応用価値を述べ、3人 でグループ

を作 り、特殊能力研究及び政策 と管理の責任を負 う事を申し出た。 この件は

党中央責任者の同意を得て 「3人小組」が成立 した。張宝勝を代表 とする人体
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特殊能力研究 は秘密裏 に推進 する事が確定 し、張宝勝 は伍紹祖の指導の下に

507研 究所(国 防科学技術 委員会所属の宇宙生理学研究所)に 在籍 した。1987

年 に、国家科学技術委員会の郭副主任が加わって 「4人 小組」 となった。

1989年 には、伍紹祖 が国家体育運動委員会主任 に転 じ、1990は じめには

郭副主任が転勤 になったため、 「4人 小組」の活動が停止 した。夏 に4人 が連

名で事業の継続 を上申 し、12月 には 「6人 小組」発足 した。伍紹祖が組長で、

成員 には衛生部の陳部長 、国家科学技術委員会の李副主任 、中央宣伝部責任

者、等6人 か らなっていた。

1991年2月 に第1回 会議が開かれた。内容は四つの強化で、指導の強化、

管理の強化、事務機構 の強化、科研 の強化であった。 「6人 小組」は、成員の

変動で、後 に人体科学工作組 と改称 した。伍紹祖組長が国家体育運動委員会

主任 となったため、人体 科学工作弁公室 は体育運動委員会武術研究院に置か

れ、同院院長が弁公室主任 を兼任す ることになった。

干光遠 は、 自然科学 に しろ,社 会科学 に しろ中央指導小組 とい う組織 は存

在 してお らず,た だ人体科学だ けが中央指導小組 を持っている事 自体が異常
くの

なことである、 と述べている。 この中央指導小組の存在が気功 ブームに巨大

な推進力を与 えたこ とは間違 いない。

(3)厳 新 の気 功 活 動

1986年ll月18日 『光明 日報』は、中医、気功、武術、特殊能力を一身に備

えた中医師厳新が重慶 か ら多数の病人 を治療 しっつ北上、 と報道、1987年1

月24日 には 『光明 日報』が一面で、厳新 と清華大学が気功外気で各種水溶液

を変化 させ る実験 に成功 した と報道 した。

この年2月 には党中央のある指導者が、厳新 と清華大学 の実験の代表に対

して 「気功 は迷信ではな く,科 学である。 これは反対す るな,宣 伝するな、

とい う問題で はない。大 いに宣伝すべ きであ り,こ の科学研究の深化 を促進
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し,四 つの現代化 に役立てるべ きで ある」 と述べた。 これ以降厳新の人気 は

(5)

急上昇 して気功界 の最 も輝か しいスター となった。 また1987年1月 の胡耀邦

失脚直後 のタイ ミングであることか ら考える と,こ れ は胡耀邦の 「三不方針」

が事実上否定 された ことを意味 していたのである。

1988年 秋、厳新が この年2度 目の香港訪問 を行 った とき,香 港 の科学界

では香港 中文大学 の甘 巨廷博士が先頭 に立 って厳新の実験 報告 は何 も証明 し

ていない と反論 し,半 年 で香港で は気功 熱が さめて,気 功 と特殊 能力討伐

ブームへ と180度 の転換が見 られ、 これは大陸 にも反映された とい う。 さ ら

に医師張洪林 らの調査 に基づ いて1989年4月 、 『健康報』が、清華大学当局

が、厳新 の実験 と清華大学 とは関係が無 く,科 学研究 とは評価 しない、 とコ

メン トした と報道 し、厳新気功熱 は急速 に衰 えた。

厳新 はこの後、活動の舞 台をアメ リカに移 した。1990年6月 に初 めて訪

米。1991年7月 には北米で国際厳新気功科学協会が成立、1995年6月 には

イェール大学で初 の厳新気功科学シンポジウムが開かれ、1996年7月27日

ハーバー ド大学で 「中国気功熱 の啓示」 と題 す る講演 を行 った。中国では、

1994年4月1日 に中共中央組織部で、97年1月 には中共 中央党校 で講演 を

行っている。

厳新が最近力 を入れている研究 は、第1に 「辟穀」すなわち水以外 は取 ら

ない断食で、6年 半水だけで成長 してい る女学生がいるとい う。第2は アメ

リカか ら中国 まで10000キ ロの長距離か ら気 を発 して物質構造 を変化 させ る実

験で ある。第3は 気 による遺伝因子転換 の実験 で、癌細胞 の良性化、薬品会

社での抗生物質生産等への応用 であるとい う。

厳新の事例か らは、厳新の特殊能力の感化力が極 めて強い事が うかがわれ

ると同時に、気功外気 と特殊能力の実証 には多 くの問題が存在 している事が

わか る。 また、国内で抵抗 に会 うとアメ リカに舞 台を移す とい うパ ター ンは

多 くの気功師に見 られ るもので,法 輪功の李洪志 も厳新の このパ ター ンを継
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承 した もの と考 えられるのであ る。

4「 邪 教 」の定 義 をめぐって

(1)現 代 中 国 にお け る 「邪 教 」

中国警察学会副会長である課松 球 によれ ば、1979年 以降,改 革 ・開放期 に

中国ではキ リス ト教 または仏教 の看板 を掲 げた非法組織が14出 現 し,活 動

は極 めて活発であった とい う。 その中には国境外か ら浸透 した もの も,国 内

で 自生 した もの もあった。主な もの としては、次のような ものがあげられて
(s)

いる。

外来の もので最大のものは 「呼び声派(呼 城派)」 で、山東省出身のプロテ

スタン ト李常受がアメ リカで 「地方教会」を広め、 これが1979年 か ら中国に

普及 をはか り、1983年 には主 として華中360県 市で、20余 万人 に信徒が拡大

した。共産党,政 府,既 存 「三 自」教会 を攻撃 した。 「呼び声派」地方幹部の

中か らそれぞれ独立 して教組 とな り、一派 をか まえた ものには,「 被立王」、

「中華大陸行政執事立占」「全範 囲教会」が あ り、 「主神教」主の劉家国は 「被 立

王」幹部が独立 したもので ある。 そのほか外来のもの として 「達米宣教会」

(韓国プロテスタン ト系)、 「TheChildrenofGod天 父の児女」(米キ リス ト

教系)、 「新約教会」(香 港 プロテス タン ト系)、 「霊仙真仏教」(台 湾系)、 「観

音法門」(台 湾系)、 等があげられている。

土着の もの としては、プロテスタン ト系の 「門徒会」があ り、安康地区な

ど陳西、四川、湖北の辺鄙 な境界 地帯 に勢力を伸 ば し,1990年 には信徒が

3.7万 人に達 し、地方政権 の機能 を代行す る勢いを見せた。 また、 プロテス

タン ト系 の 「霊霊教」 は長江 デル タで1万 人の信徒 を数 えた。

こうした新 しい状況 に対処 す るために中国警察学会では、1995年11月 に、

(7)

旧社会のいわゆる 「邪教」 と異 なった新 しい 「邪教」の概念 を提起 した
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それ によれば、邪教組織 の共通 の特徴 は、次の点 にあった。 「少数 の不法

分子が,憲 法 と法律 に違反 して,宗 教の外衣 をかぶ り、宗教経典 中の片言双

句 を取 り出 して,大 量の封建迷信 と異端邪説 を混ぜ合わせ,人 心 を惑わせ,

大衆を ごまか し欺 き,秘 密裏 に結集 して非法組織 を打 ち建て,違 法犯罪活動

に従事す る。」

(2)「 邪 教 」 の 新 しい 定 義

法輪功組織が引き起 こした1999年 の4.25事 件以降、10月30日 、法律の形

で 「邪教」 は次のように定義 された。

「宗教 ,気 功 その他 の名義 を騙 り設立 し,首 領 を神格化 し,迷 信邪説 を利

用,製 造,散 布 する等の手段 によ り他人 を惑わ し騙 し,メ ンバーを拡大 しコ

ン トロール し,社 会 に危害を与 える,非 合法組織である。」理論家 はこの 「邪

教」の特徴 を、 「教主崇拝,邪 説編造、銭財収奪、秘密結社、社会危害」と整

理 した。一

法輪功信徒の4.25事 件 の結果 として、 「邪教」の定義 には、宗教 のほか に、

「気功 その他 の名義 を騙 り」が追加 され,さ らに 「首領 を神格化 し」とい う条

件が加わったので ある。

2000年11月 に北京で開かれた 「邪教問題國際シンポジウム」で、中国の専

(s>

門家陸純本 は、 「邪教」の新 しい定義 について,次 のような解説 を行った

邪教 は、中国においては、会道門(旧 中国の民間宗教団体や秘密結社)型 、

気功型、教会型 の三っの表現形態が あ り、法輪功は気功兼会道門型であ り,

安徽 の 「被立王」 は教会型に封建的色彩が加わった典型である。邪教 の認定

においては私 は三つの異 なった次元か ら考察で きると考 える。第1は 教主の

自己神化で、 これ には恐怖 の造成 と信徒の コン トロールが含 まれ る。第2は

教主の私欲 であ り権力欲,財 欲、色欲 が含 まれ る。第3は 社会への危害であ

る。言いかえれば,宗 教性,道 徳性,社 会危害性の三つの方面か ら考察す る



改革 ・開放期中国における超能力、気功論争(浜)71

とい う事である。

さらに陸純本 によれば、邪教 と異端教派の最大の区別 は邪教 には神格化 さ

れた教主があ り,異 端教派 には教主が生れない とい う事で ある。邪教 と新宗

教は教主 の存在形式で似た ところが あるものの,邪 教 は強烈 に教主を神格化

し,い つ もいわゆる予言や 自然現象 を利用 して、 「末 日論」を散布 して,恐 怖

の雰囲気 を製造 し,人 の精神 を窒息 させ,教 主の神威 を際立たせ,入 教 を誘

い,信 徒 をコン トロールす るものである。邪教 にはほ とんどどんな理性 的成

分 も無いが,新 宗教は宗教理念 を通 じて伝教 し、信徒 の理性的志向は邪教 よ

り強 く,こ の点が両者の区別 を示 してい る。 したがって、教主を神化 し、恐

怖 を製造 することが邪教の重要な特徴 の一つ となってい るのである。

(3)「 邪 教 」 問 題 へ の 異 見

中国内部で は、 「邪教」の新 しい定義の妥当性や操作性 について各種の議論

が見 られ る。 その一部 を紹介 してみ よう。

実際操作性 の面か らの批判的意見 としては、次のようなものがある。

山西省 の農村 はキ リス ト教 の非法宗教活動 において、非法布教活動が もっ

ともはなはだ しい とい う。非法な私設集会所が多 く、臨扮市では99年 に登

録集会所170余 ヵ所 に対 して,私 設集会所 が80余 ヵ所 に達 している。晋城市

では1年 で非法集会所が コン トロールす る信徒が全体の3分 の1に 達 した。

i数千人の信徒 が地方政府機関に集 まって圧力 をかける事件 も発生 してい る。

調査 を行 った山西大学法学部の専 門家 によれば、 これ ら組織 を取 り締 ま る

の に 「首領 を神格化 し」とい う項 目に該 当 しないために,「 邪教」の規定 を援

用 できない。 また、宗教管理部門には非登録の私設集会所 の非法伝教組織 に

対する管轄権が無 く,公 安部門では既存の 「治安管理処罰条例」、 「集会 デモ

法」等の法律 にもぬけ穴が大 きくて,管 理 に真空をもた らしている。 このた

め社会 に重大 な危害 をもた らす非法伝教組織 を取 り締 まるのに具体 的に有効
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(9)

な規定 に改定す るよ う提案 している。

独 自に法輪功問題 の総合的調査 を行 って本 を書いて香港で出版 した中国科

学院国情研究セ ンターの康暁光研究員 は、 「正教」、 「邪教」とい う神経過敏な

用語の使用 に反対 し,「 老宗教」「新興宗教」「温和宗教」「激烈宗教」「安全宗

教」 「危険宗教」等の形容詞を使 うべ きだ と述べ,「 邪教」の代 わ りに 「危険
(io)

宗教」 とするのが比較的妥当であろうとす る。

康暁光によれぼ、ある宗教が 「安全」か 「危険」か をあ らか じめ予測す る

基準 として、次の4点 に該当す る宗教 は 「危険」であるとす る。第1、 現実社

会 を徹底的 に否定す る。第2、 現世 における救済 を追求す る。第3、 そ う遠

くない将来 にお ける具体的終末の時期 を称える。第4、 生 きている教主が存

在 し、 これ を崇拝す る。法輪功 はこれ ら全 ての条件 にあてはまるので 「危険

宗教」であるといえ る。 しか し、 「危険宗教」の認定 とこれを権力が暴力で鎮

圧す る事 とは別 であって、鎮圧 は犯罪事実 を根拠 として,法 律 を準拠 とすべ

きであ り,推 論 による断定 と予測 を根拠 とす ることは出来 ない。

法輪功 を科学 に対立する迷信で あるとして、科学 を普及すれば法輪功 を消

滅で きる とい う主流 の考 え方 はお ろかで あ り,法 輪功が満足 させ てい るのは

実 は人々の信仰 にたいする需要であ り,科 学を崇揚す るこ とは人の信仰 にた

いす る需要 を消 し去 る事 も満足 させ る事 も出来ない。中国は現在、前代未聞

の社会変革を経てお り,し たがって前代未聞の新興宗教を胚胎 しつつあ り,

法輪功 は中国大陸の新興宗教運動 の序 曲に過 ぎない、 と康暁光 は言 う。

注

(1)浜 勝彦 「中 国 における気 功 活 動 の展 開と法輪功事件」『創大 中国論集』第3号

2000年3月pp1-57

(2)申 振鉦 、曽昭貴 、徐 昇 国著 『正与邪一科学与特異効能偽気功及邪教大論戦』群

衆 出版社2001年7月p27

(3)申 潭 『天惑 一特異功 能与 気功探 秘』華夏出版社1997年pp69-74
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(9)周 子良、焦艶鵬 「山西農村非法伝教問題的調査与法律思考」『晋陽学刊』2002

年4号

(10)康 暁光 『法輪功事件全透視』明報出版社2000年10月

超能力、気功論争関連年表

(1)超 能力(人 体特殊能 力)論 争年表

19793.11『 四 川 日報 』が 「大足 県で耳で 字がわか る児童を発見」 との記事を掲載。

6.2『 人 民 日報 』が四川省 の耳 で字 を読 む小学生の話はニセモノ とする 「四川

医学院の報告」を報道。

6。5四 川省 党委 員会 の楊 超 書記 が前記耳で字を読む小学生の件で 自己批判。

6.18香 港 『明報 』が李学 聯 の 「耳 で字 を読む事は必ず しもデタラメと言 えな

い」 との大陸研究者への手紙を発表。

19802.4～10上 海 で 『自然 雑誌 』社 が第1回 人 体特殊 能力 科学 討論会開催 。

10.15『 自然雑 誌』編 集部 が 『人 体特殊 能力通迅』を創刊。

19815.ll～18重 慶 で、全 国第2回 人体 特殊 能 力科学 討論会 開催 。18日 、 中国人体

科 学研 究会 準備委 員会成立。

10.9～10国 家 科委政 策研 究室 が 「人体特 殊能力問題」座談会を開催。国家科

委政策研究室、中国科学院政策研究室、 中国自然弁証法研究会が共 同で,
「人体 特 殊能 力問題 調査研 究連絡 グループ」を結成。

1x.30「 人 体特 殊能 力問題 調 査研 究連絡 グループ」が 『人体特殊能力問題調査

研究資料』 を創刊。

19822.24中 国科 学 院 の報 告会 で、干光遠 国家科学技術委員会副主任が人体特殊能

力研究の方法論超心理学 を、神霊学であ りニセ科学 であ ると批判。『人民日

報』が これ を報道,解 説 。
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3月 国防 科 学 技 術 委 員 会 副主 任 張 震 簑 が、党元 老達 への張宝勝 の特殊識

字能 力、医療効果等の実演 を組織。5月 葉 剣英宅 で張宝 勝 の気功実演 。

3.15国 防科学 技術委 員会 副主任 張震簑 が、『人民 日報』編集長胡績偉に手紙 を

書 き2月 の干 光遠等 の批判 に厳 し く抗議。

3.31中 共 中央 の 「我 国社 会主 義 時期 の宗教活動に関す る基本観点及び基本政

策」発表。

4.10胡 耀邦 の人体 特殊 能力 に関 す る批示 「この問題 にっいては1979年 の最初

か ら私 は疑問 を持 ち,3回 批 語 を書 いて,こ れ はわれわれ の研 究 の方 向で は

な く,新 聞雑 誌 で紹 介 と宣伝 を して はな らない,と 提 起 した。一部 で は断

定 的 な ところがあったが,私 の主 張 は根 拠 の あ る ものだ った。後 に私は管

轄 しな くなったが、新聞雑誌にかな り載 った。今 も私はこの二つの線 を守

るべきだ と主張す る。宣伝部門がやって もらいたい。」

4.20党 中央宣伝 部が 「新 聞雑誌 上 で人体特殊能力を宣伝或いは批判 してはな

らないことに関す る通知」を出す。「最近 中央の何人かの指導的同志は以下

の見解 を示 した。'!耳で字 を読 む1類 は、われ われの研究 の方 向で はな く,新

聞雑誌 で紹介 と宣 伝 を して はな らず、また批判の文章 とニュースを発表 し

てはな らない。」

5.5銭 学森 が党 中央宣伝 部常務 副部 長郁文に 「党性 をもって人体特殊能力の

真実 を保証す る」 との手紙を送 る。

5.13胡 耀 邦党 主席 、人体 特殊 能力 問題 に関 して批示 を発表。「これはわれわれ

の研究の方向ではない。そして科学的にまだ充分 に実証 されていない前に

は}新 聞雑誌 で宣伝 せず、紹介せ ず,ま た批 判 しな い。 この2か 条 は私 の見

る ところ、妥 当で公 正なものであ り,断 固 として この よ うに行 うべ きであ

る。 しか し,ご く少数 の人 が、引 き続 き この問題 を研究す ることはゆるさ

るべ きで,ま た彼 等 が小型 の定期研 究状 況報告を出 し,こ の方 面 に興 味 の

あ る科学 研 究者 に送付 して閲読 し,引 き続 き検 討 す る事 は許 され るべ き

だ。」

5.18科 学 技術委 員会 副主任 呉明 喩が胡耀邦に手紙 を書 く。28日 、干光遠 が胡

耀邦 に手紙 を書 く。 いずれ も4月20日 の中央宣 伝部通 知 を批 判。

6.15中 共 中央宣伝 部 が 「人体 特殊 能力宣伝問題 に関す る通知」を出す。胡耀

邦党主席の指示 により人体特殊能力の宣伝問題 にっいては、宣伝せず、批

判せず、 論争せず、 という 「三不」方針 を明示。

(2)気 功ブーム関連年表

1985こ の年 、国 防科学 技術工 業委 員会政治委員伍紹祖 は、中央宣伝部,国 家 安全 部

と協議 して、特殊 能 力 の研究 と政策,管 理 に責任 を負 う 「3人小組 」を設置 。

87年 には国家科学技 術 委員会 の郭副主任を加 えて 「4人小組 」を結成,1990

年 に は 「6人小組」 を再結成 。
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19864.30中 国気 功科 学研 究会 北京 で成 立大会 。理事長張震簑。

5.26～31人 体 科学代表大 会 開催 。 人体 科学 研究会正式成立。

ll.18『 光 明 日報 』、中医、気功 、武術 、特殊能力を一身に備 えた中医師厳新 が

重慶か ら多数の病人を治療 しっっ北上、 と報道。

19871.24『 光 明 日報 』、一 面で 、厳新 と清華大学が気功外気で各種水溶液を変化 さ

せ る実験 に成功 した と報道。

5.3国 家科 学技術 委員会 の批准 の も とに中国人体科学学会正式成立(理 事 長

張震簑)。 銭学 森が 「人体 科学 は現代 科 学技術体系中の一大部門である」と

の報告 を行 う。

8月 張宏墾 が 中華養生益 智功(中 功)の 普及 を開始 。

19883～4月 カ ナダ の魔術 師 ラ ンデ ィを団員 とす る 「所謂超常現象科学調査委員

会」訪 中団が、『科技 日報』の招 きで訪中。

3月 国家 科学技 術委員会 、 中央宣 伝部、中国科協が 「気功の社会活動 と宣伝

報道工作 に関す る通知」 を出す。

5.8田 瑞生 が 、香功(中 国仏法芳香 型智 悟 気功)の 初級 、中級功 の普及 を開始 。

5.13張 宝 勝 が報 告実演 会 を行 い、 批判 派の前で実験 に失敗。 この件 は1995

年 に公表 され る。

6月 四川省 成都 の方宗騨 が政府 か ら副主任 医師級高級気功師に認定さる。

19894.13『 健 康報』が、清華大 学 当局 の、厳新 の実験 と清華大学 とは関係が無 く,

科学研 究 とは評価 しな い、 との コメン トを発表。

19903.18張 香玉 が 「アジァ大 会 」募金 と銘 打 って北京北大平荘で万人気功実演大

会 を開始。12月5日 、不許可 医療 活動 展 開等 の嫌疑 で逮捕 さる。

5月 『中国人体科 学』誌創 刊。

8.10北 京 科学会 堂で 、「科学 気功 を尊重 し、封建迷信 を暴露す る」報告会開催。

司馬南が 「特殊能力」の トリックを暴露。

19925月 李 洪 志が長 春で法輪 功 の普 及 を開始。

199412.5中 共 中央、 国務 院が 「科学 技術 普及工作を強化す ることに関する若干の

意見」 を出す。

19954月 「万 法帰 一功 」 の張小 平が逮 捕 さる。

5.28全 国科学 技術大 会開催 。偽人 体 科学、偽気功、所謂人体特殊能力への批

判高 まる。

8.5桓 「雲 路 が1994年 に香港 認可で創 設 した 「中国生命科学研究院」に対 して,

中 国気功 科学研 究会 が 中国で の認可申請却下を指示。

19966.12党 中央宣伝 部,国 家科 委、 中国科協 が連名 で 「科学普及宣伝工作を強化

する事 に関す る通知」を出す。

10月 北京 市 中級 法 院が、報 道 を名 誉殿損 とする沈昌の 『工人 日報』に対す る

告訴を却下。
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ll月 中国気 功科 学研究 会が 、法輪 功 の直属功法登録 を取 り消す。

19973.30『 國 際気功報 』 が発 禁 に。

7.23胡 万林 が 西安市長 安 県 に終 南 山医院を開業。98年2月27日 に手入 れ,6月

15日 河南省 商丘 市 に衛 達 医院 を開業 、99年1月 胡 万林 に逮捕 状執行 。12月

商丘 市 中級 法 院で公判 開始 。

4.25法 輪功 学 習者 に よる中南海包 囲事件。

(3)法 輪功事件関連年表

1952年7.7李 洪 志、原 名李来 、 吉林省公 主嶺 市に生 まれ る。69年 中学 卒業 。

1970年 軍 に入 り、総後 方勤務 部201部 隊 「八 一一」軍馬飼 育場 毛沢 東思想宣伝隊 ラッ

パ手。72年12月 吉林 省森 林警 察支 隊宣伝 隊所属 。78年5月 同支 隊の招待 所服

務 員 。

1982年4月 長春 市糧 油食 品供給 総公 司保安 課勤務。

1988年1月 吉林省気 功 科学研 究会康復 セ ンター気功師の李衛東か ら 「禅密功」を、

気功師の干光生か ら 「九宮八卦功」を習 う。

1990年5月 ～9月 一 家 で タイ に妹 に会 い に行 く。

1991年 職籍≡だ け保 持 して気功普 及活動 に乗 り出す。

1992年5月15日 長春 で第1回 法輪功研 修 班 を実施 。

1993年 首 都北 京 で法輪 功 を普及 。4月 『中国法輪 功』 を出版 。

1月5日 中国法輪 功総 ス テー シ ョン名 で 「中国法輪功章程」 を制定。

7月30日 法 輪功研 究会 設立 。法輪 大法研 究会の前身。

8月 中国気 功科 学研究 会 が、法輪 功を直属功法分会 とする。

1994年 初 め、初 期 の弟 子 で あ る宋 嫡辰 ら8人 が 上部機 関 に李 洪志 告発 の手紙 を出

す。

9月24日 李 洪 志、生年 月 日を1953年7月7日 か ら1951年5月13日 に変 更。

12月 経典 『転法輪 』 を出版 。

1995年4月15日 に宋柄辰 が、4月20日 に趙 傑民 が、中国気 功科学研 究会指導者に李

洪志告発の手紙 を出す。

1996年6.17『 光明 日報』辛 平論文 「ニ セ科学反対で警戒 を要す一 『転法輪』の本

か らの話題」発表。8月 法輪 功練 習者 が 『光 明 日報 』社前で対話を要求。

9.12中 国気 功科学研 究会 が 関連部 門 に、「李洪志 『法輪功』問題 に関す る状

況報告」 を提出。

10月 旅 行 ビザ で アメ リカ に行 き普及 活動 を行 う。

10月 北京大 学 教授 来樹民 が江 沢民総 書記 に法輪功は気功の外衣 をまとった

新宗教 との手紙 を出す。
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7.24国 家 新 聞出版 署が 『転法輪 』 『中国法輪功』等の出版物を禁書 とする。

ll.28中 国気 功科学 研究 会 が法輪 功 の 「直属功法」 の資格を取 り消す。

1998年2月 李 洪志 が ニ ュー ヨー クに居 を定 め る。

4月 法輪 功学 習者 の 山東 省 『斉 魯晩報』社包囲事件。5月 北京 テ レビ包 囲

事 件 。

1999年

4.19天 津 師範大 学 で、法輪功学 習者 が 『青少年科技博覧』の論文に抗議 して

座 り込 み開始。

4.22李 洪 志 アメ リカか ら北京入 り。24日 香港 へ 。27日 オース トラ リアの ブ リ

ス ベ ー ン へ 。

4.25朝 早 くか ら、一 万 人 を超 え る法輪 功の学習者 が中南海を包囲。

4.30李 洪 志、 シ ドニ ー入 り。 中南 海事件 への直接 的関係 を否定。

6.2李 洪 志、 「私 の感 想」 を発表。

6.7香 港 各紙 、法輪 功学 習者 集 団が第二次示威行動 に移 った と報道。

7.19「 中共 中央 の共産 党 員が 『法輪 大法』を修練 してはならない ことに関す る

通知」発出。同 日夜か ら、20日 未 明 にか けて、 中国各 地 で法 輪功幹部の一

斉摘発 が行 われ る。

7.22中 国民政 部 の 「法輪大法研 究会取 締 りに関す る決定」。法輪功 と李洪志
一斉批判開始

。

7.29公 安部 が李 洪 志 を国際指名手 配。

10.30全 人代 常委 「邪 教組織 の取締 り、邪教活動の防止 と処罰に関す る決

定」。

ll.12海 南省 海 口市 中級法 院が法輪功 中核分子宋岳勝等4人 に有期懲役刑 を

判 決。

12.16北 京市 第1中 級 法院 は、法輪 功 中核 分 子で ある李昌、王治文、紀烈

武、挑潔 に対 してそれぞれ18年 以下 の 有期懲 役判 決 を下す。

12.23台 北 で行 われた 「法輪大法 燭光晩 会」に民主進歩党の呂秀蓮が出席 し、

法輪功 の活動 を支持す る演説 を行 う。

2000年

2.4旧 正 月前夜 、天 安 門広場 で法輪 功信者が活動、9人 逮 捕。4月13日100余

名 の法 輪功信 者 が天安 門広場 に集合。

3.16米 国 國際宗 教委 員会 が ロサ ンジ ェルスで開いた 「中国における宗教 の自

由」公聴会 に法輪功中核分子の張爾平が出席。

3.22北 京 軍事博 物館 で 『科学文明 を尊重 し,迷 信 愚 昧 に反 対す る』大型展 覧

会 開幕。

8～9月 国連 千 年首脳 会議 と議 長大 会開 く。ニ ュー ヨー クで法輪功 グルー プ

が抗議,宣 伝活 動 を展 開。

10.1国 慶 節 に天 安 門広場 で活動 の法輪 功信者1373人 を警 察 が拘束 。

11.13中 国反 邪教協 会北 京 で成 立大会 開催。

11.9～ll北 京で 、中国 國際友 誼促進 会(社 会 問題 研究 交流 セ ンター)が アジ
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アで初 の 「邪教 問題 國際 シ ンポジ ウム」開催。

12.23台 北 で の 「法輪 大法2000年 交流会 」で 民主進 歩党 の 呂秀 蓮がi挨拶。

12.23北 京 中国 科技 会 堂 で 「邪 教反 対,人 権 保 障 一 中国反 邪 教協 会 第1回 報

告会兼 学術 討論会 」 開催 。

2001年

1.1天 安 門広場 で活動 の法輪功信 者2626人 を警 察=が拘 束。

1.237人 の法輪 功信 者 が 旧正 月大 晦 日に天安門広場で焼身 自殺 を図 る。二入

が死亡。

1.31科 学技 術界人 士 が 「法輪 功」邪 教組織 を批判暴露する座談会を開 く。

1月 中国反邪 教協会 が百 万人署 名運動開始。

4.17グ アムで密入 国 し収監 され て いた中国気功師張宏塗 を,ア メ リカ政 府 が

釈 放 。

11月 中国 國際友誼促 進会 が北 京 で 「邪教極端行為 シンポジウム」を開催。

2002年

2月 旧正 月 に、カ ナダ,イ ギ リス,オ ース トラ リア等 の国 か らの59人 の法輪

功 活動 家が天 安 門広 場 で活動 し,拘 束,強 制送 還 され た。

3月 吉林 省長春 市 で、有線 テ レビの画像が法輪功 の宣伝画像 に切 り替 えられ

た。

6.23～30テ レビ用衛 星 「シ ノサ ッ ト1」が法輪 功分 子 の電 波攻 撃 を受 け,中 央

テ レビ局9番 組 と、 四川,雲 南,貴 州 、等10の 省 級 テ レビ局 が 重大 な妨 害

を受 けた。

9.8「 シ ノサ ッ ト1」衛 星が再 び法輪 功分 子 の電 波攻撃 を受 けた。国務院台湾弁

公室責任者 は、電波が台湾の台北地 区か ら発射 された と,台 湾 当局 を非 難。


